





















点を当てて研究した。なぜ知識論が西田哲学において注目されなければならないのであろうか。西田の主たる関心は、根源的な真実在を探求することにあった。その真実在は前期西田哲学では「純粋経験」に存するとされたが、しかしその立場では、知識の問題は派生的・副次的にしか捉えられな った。しかし は自説が哲学体系であるには、 「論理」がなければならないと思惟するようになる。西田にとって 論理（ロゴス）を自らの真実在体系にどのように位置づけるかは大問題であった。西田の哲学的出発点であ 純粋経験は、いわばパトスとも言える性状であり、通常ロゴスとパトスとは相容れないと考えられ 。しかし本研究ではロゴスとパトスとい 元来相反する二つの要素を一元的に統合しようと格闘する中から、独自の認識論が構築されたことを論じた。　
本研究において中期西田哲学から議論
を始めた。第一部「知








































しかしながら、両者の間では、 「自己原因」の因果性の型をどう解釈するかにおいてある決定的な相違が残る。第二証明では「因果性の公理」がスピノザによって修正される。それに基づき、事物の存在 原因に関するケースは四つに分類される。そして、消去法によってそのうちの二つが実体について 成立しないことから神の存在を証明しよ とする。その論証過程 おいて重要な役割を果たすのが、スピノザの特異な様相概念である。第二章では、スピノザ 様相概念が第二証明においてどう作用し いるかを確認し、その論証構造 明らかに ことを試みる。　
しかし第一証明と第二証明ともに「神は実体である」ことに依





か考えられないからといって、どうしてそれが現実に言えるのかという問題もある。これらの問題のうち、前者 ついては第三証明と第四証明において説明される。第三章では残る後者の問題について『エチカ』を離れ、 『知性改善論』や同時代人との書簡を検討す 。そこでは、スピノザが観念と定義とを等値していたこと ふま て、ある観念が「真な 」ものであること






直したとされる第四証明を取り上げる。まず第二章では、存在する事物の「事物性」の程度の移行が第四証明の核心となることを確認する。言いかえ ば「多く 事物性」を有する実体 「絶対に無限な事物性」を有する神的実体との関係であ スピノザによれば、属性の多さによって「事物 」 程度は決ま 問題は同一属性を有する実体と定理
11における「無限に多くの属性から


































































を当時の時代状況、対外状況との連関において析出・検討し、その思想的な意義を考察するものである。具体的には、従来の政教社研究が、 「国粋主義」を欧米列強によ 世界分割 対する、日本の国家的独立の維持・発展を思想的に示そうとしたものとしてとらえ、その形成や概念構築について検討してきたこと 対し、本論文では当該期を、列強による世界分割に伴い、交通機 が世界規模に発達し 大規模な人と物、情報の移動が可能となっ「世界の一体化」の時代と捉え、政教社知識人がその時代とどのように応答しながら、 「国粋主義」 主張していったのか、 いう問題関心から考察した。　
その際、バリバール・ウォーラーステイン『人種・国民・階




ふまえた上で、 「世界の一体化」の時代におけるナショナリズムと「人種主義」との連関という問題を設定し、明治二十年代から三十年代における政教社の「国粋主義」の主張を 日本「国民」をめぐるアイデンティフィケーションの言説としてとらえることで、従来、近代国民国家日本の形成過程における内発的なナショナリズムとして位置づけられてきた「国粋主義」像を再検討「分割不可能な統一体」 （酒井直樹）としてとらえられてきた日本人、日本国民像を問い直すことを試み 。　
分析対象とする時期は、政教社が設立され、雑誌『日本人』に





あるいはオーストラリアでは、オーストラリア から「支那人」として誤視された志賀の経験と記述に着目し 志賀のナショナル・アイデンティティのあり様を分析 た。第二章では、政教社結成から一八八九年の条約改正反対運動に至る「国粋主義」の展開を追い、 「国粋主義」概念の流動的側面を示 、条約改正反対




では、政教社同人であった長沢別天の一八九一年から九三年の在米経験を追い、長沢の人種競争論 おけ 日本人 文明性の顕示が、当時蔑視の対象となっていた清国人移民労働者へ 強い関心と、白人種によって日本人が清国人と誤視されるという懸念 中で反復される様子を示した。第六章 は、日清戦争期 政教社主張、およびその影響 受けて帝国大学の学生が創刊 『東亜説林』の主張を検討し、人種競争論を基底とした日 対決論として戦争が肯定され、日本 を「東洋 盟主」と位置づけると同時に、世界に対する日本の「国粋」の称揚が前面に押し出されていった様子を論じた。第七章では 日清戦後 アジア認識 とくに一八九七年末以降に進行した中国分割に対する政教社の主張を検討し、白人種による清国侵略への批判ないしは警戒感を示しつ
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典期のアテナイ人 、海外との結びつきを構築す 上で、同盟関係に依存していた。しかしながら、同盟のおよばない地域に対ては、別の方法で対話を試みていた。宗教的な面から言えば、トラキアのベンディス祭祀を早い時期からポリスの公式祭祀として取り入れ、アテナイ市民とトラキア人が共同で参加する祝 を挙行していたことが挙げられる。古典期のアテナイにおいて、宗教は国際的な紐帯を維持していく一つの手段だったのである。ヘレニズム時代にお ても は外国人の結社にポリス内部での活動を許すようになった。それは、アテナイと海外との結びつきを維持していこうとする試みの一つであった　
第二章でとりあげた、デロス島におけるサラピス崇拝は、信仰
を通じて国際関係の網の目を形成し いく傾向を より明確にあらわす事例であった。前三世紀初め この島にもたらさ サラピス崇拝は、当初は結社による私的な崇拝であり 神域も結社成員が集まるクラブハウス以上の規模をもたなかっ 。しか ながら、前二世紀初めにデロス島ポリスの公的な祭祀 して導入され、大規模な神殿が準備された。さら 一六六年以降、アテナイによってこの島が領有されるようになってから、サラピス崇拝
はギリシアとローマからさまざまな人びとを引き寄せるようになった。神殿では、サラピスが祀られるかたわら、伝統的なギリシアの神々の祭壇も設けられていた。デロス島を訪れた外国人たちは、サラピス神殿で自分たちが慣れ親しんだ神々とも再会したのである。デロス島 サラピス神殿は、神々と人間たちの国際交流センターとして 役割を発揮していたのである　
第三章では、ギリシア各地でのサラピス崇拝について検討を加
えた。サラピスを祀 結社がアテナイ 活動するようになったのは、ベンディスや地母神の と比べて遅く、前二二〇年代以後のことであったと思われる。アテナイ人 同時期からサラピス関心を寄せてい であろうが、市民による祭祀への参加 さ に時代を下って前一三〇年代にならない 史料に現れない。すでにアテナイの領土となってい デロス島にサラピス神殿が存在し外国人をひきつける役割を果 していたため、 の本土においてサラピスを受 入れていく動機は弱かったのであろう。　
他の地域、とりわけ私的な集団によって伝えられ、その後ポリ






いるカイロネイアをケーススタディとしてとりあげ、サラピスが奴隷解放において果たした役割を論じた。前二世紀、このポリスでは、象徴的 サラピスに捧げるこ で奴隷を解放する という慣習があった。奴隷解放は、主人、奴隷、ポリス、それぞれの利害を調停する儀礼と見なされる。サラピスは そ 奴隷 に現れ、仲介する役割を果たし、階層間の軋轢を緩和させ 効果をもたらしていたと考えられる　
以上みてきたように、ギリシア人は古典期以来の伝統的振る














世紀の韓半島系土器と集落動態に問題点があることが判明した。こうした研究上の問題点を解決 ために、土器の型式学的検討をもとに時間軸を再設定し、近畿地域における集落遺跡、韓半島系土器出土遺跡の動態を検討 た その結果、四世紀中頃から後葉にかけて日本列島内から出土する韓半島系土器の数量は激減する点、これと呼応するように各地域の拠 なってい 集落やそれらをつなぐ交易網は衰退する点が明らかとなった。こうした現
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象は、日本列島内部に必ずしも要因が見当たらないことから、外的な要因に着目した。すなわち楽浪郡・帯方郡の滅亡にはじまる動乱する東アジア情勢が中国、韓半島から日本列島へ張り巡らされていた交易網を遮断することと り、日本列島内の集落遺跡変動がみられるのである。そ て、交易・交流のベクトルは、新たに台頭しつつあった政治勢力の動き 連動し 鉄資源の確保を求めて韓半島南東部・金官加耶の地へ向かうこととなった。列島に由来する小型丸底土器が影響し、金官加耶の地で製作される広口小壺に大きな影響を与え こと このことを裏付ける考古学的事象である。　
しかし、四世紀後葉以降、広口小壺は小型丸底土器と歩調をあ

















整理する作業からはじめ、 の容量、使用痕跡といった新たな分析手法を取り入れつつ、韓半島系 と在 の土器の相違点を吟味した。その結果、韓半島と日本列島では調理 施設 方法や内容、供膳器の使用形態が異なることが判明し、生活が全く異る土器の出土は渡来人 足跡を示す、 再確認した。　
ただし、調理器である韓式系軟質土器はその受容過程に集落差























力学を異にする三つの物語―「一条権大納言 京極三の君の物語」 「岩田中将とかざしの君の物語」 「六条の君の物語」が存在している。これまで 、個々の物語については考察されてきたが、その繋がりについては言及されてい い。本論文では、こ らの物語が一つの主題に貫かれてい ことを示す 第一節 「一条
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権大納言と京極三の君の物語」を取り上げ、二人の行動、心内描写を分析することにより、 「序」と「後日談」の位置付けおよび本物語が有する価値観を明確にし、その上で『源氏物語』摂取の意図を探る。第二節では主題と 関連が薄いと思われる「岩田中将とかざしの君の物語」を取り上げ、そ 内容や人物設定、展開に着目することで、作品全体における位置付けを明らかにする。第三節では「六条の君の物語」について、六条の君の心理描写および一条権大納言の人物像 変化に着目し 主題と 関わりおよび六条の君の存在意義を追究する。　
第二章では『石清水物語』を考察対象とする。本物語は、主人













































姿に注目し、 『伊勢物語』には、過去を懐旧する歌に付随して激しく泣くことで物語を閉じようとする物語構造が見られることを指摘 た。第二章 は、第一章に見られた物語構造をとる章段
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のうち、激しく泣く理由が男にある場合を取り上げた。いずれも「宮仕へ」の語が見られることより、男が宮仕えに拘束されることが障害として機能していることを確認した。第三章では、女に翻弄されつつも常に恋に一途である男の姿を確認し、 『伊勢物語』が描く男像の一端を示した。恋に苦しみながらも恋せずにはいられないという男 姿が、 「好色」と言われる要因の一つにあることを指摘した。　
第四章では、 『伊勢物語』に描かれる紀有常の姿を史実と比較



































第一部「心情の表現としての〈装い〉 」では、 『虞美人草』 『三









作品や、装う側と見る側の間に生じるずれや葛藤が重要な意味を持つ を取り上げた 第五章で取り上げた『われから』 （明治二十九年）は、登場人物の着物や装飾品が社会の習慣や常識を前提とした生活状況 心理を示すにとどまらず、そこから乖離した登場人物の内面を描こうとしている点で非常に特徴的である。一葉の活動時期は本論で主に取り上げた作品群より十数年遡が、 〈装い〉という外面的特徴との落差から内面を掘り下げて描く手法には第二部で取り上げた 群と共通す 問題意識が見られた。第六章では、明治四十年代に多く見られる、市電で男が見知らぬ女を見つめるという構図を用い 文学作品との比較を通て、 『彼岸過
迄』 （明治四十五年）の特徴を明らかにした。作品の





















転換期に成立した女性の日記や私家集を考察対象とし 作品分析を通して、転換期が作品形成に与える影響や、転換期におい 文学的営為が果たす役割を探ろうとするものである。前篇「 『讃岐典侍日記』の研究」 、後篇「 『建礼門院右京大夫集』の研究」の二篇で構成されている。　
前篇は、第一章「天皇の代替わりと『讃岐典侍日記』―鳥羽












二章「 『建礼門院右京大夫集』資盛・隆信歌群の再検討―「色好むと聞く人」をめぐって―」 、第三章「 『建礼門院右京大夫集』七夕歌群の再検討」 、第四章「建礼門院右京大夫の再出仕―俊成九十賀の記事をめぐって―」から成る。 『建礼門院右京大夫集』は、源平の動乱により失 た恋人、平資盛の追慕が主題となる作品で、 『讃岐典侍日記』と同様、資盛の追慕という一点を重視する方向 の研究が積み重ねられてきたと言える。しかし、 『建礼門院右京大夫集』には、資盛の追慕に直接は結びつかな ような歌も採録されている。こうした点に留意しつつ 『建礼門院右京大夫集』の特徴的な歌群を再検討し、作品全体を捉え直すことを試みる。まず、平家の都落ち以前の日々を記す前半部の構成を、前半部に多く登場する平家一門をめぐる記述及び、その詠歌の配列に着目して、明らかにす 。この考察結果を踏まえ これまで「資盛・隆信歌群」あるいは「隆信歌群」などと
称されてきた
、
資盛及び藤原隆信（右京大夫のもう一人の恋人）と 恋 贈答含む一連の歌群を再検討す こ 歌群について 特定 人物から離れ、個々の歌が一連の歌群にど よ 位置づけられているの を検討することによって、特定の人物との関係を語 こより、恋の展開を描く を重視する「恋 関する歌群」と位置づけられ こと、作者と同時代、同文化圏 属する人物 作品の関わりも想定できることを指摘してゆく。続いて、私家集とし























―」では、芭蕉の初期作品『田舎之句合』と『俳諧次韻』が其角の版下になることから、両書の編集・出版において其角が中心的な働きをしたことを指摘した。また、作品解釈からも、むしろ其角が芭蕉 先導的 役割を果たしたことを指摘した。本節は、其角個人の作風理解にとどまらず、それを、蕉風俳諧のとらえなおしという大き 視野に結びつけ 従来 蕉門研究にはない新たな視点を提示した。　
第二節「青木春澄の出自について」では、其角が『俳諧次韻』







体的注釈を行い、中世以来の紀行の形式を取り入れつつ、一方で「追善」というテーマに沿って複数の典拠をつなげていく、其角の紀行文編集の方法を明らかにした。また、芭蕉の『奥の細道』における方法が、其角の『新山家』において早く見られることを指摘した。さらに、形式の模倣によって其角 撰集 多くが編まれていることを指摘し 今後、其角の撰集を研究する上での視点を提示した。　
第二節「 『花摘』のかたち」は、其角の編著『花摘』が、日記













の評判が其角の『いつを昔』に端を発するものであること、 『雑談集』に荷兮らの『冬の日』を蕉風開眼の書と位置付けていること、と其角が を評価するのは、新 ・古風に らわれず、作者の「心（誠） 」と「時宜」を重視する其角独自 視点によるものであることを明らかにした。また他 蕉門俳人から非難を受けた『曠野後集』における復古趣味についても、これが『雑談集』の影響を受けたものであり、そこに蕉風離反 意図がないことを明らかにした。　
第二節「其角と尚白」は、近江蕉門の古老である尚白の蕉風離



















－ 一九三六） 「阿Ｑ正伝」 （一九二一～
二二） 、林語堂
（一八九五
－ 一九七六） 「子見南子」 （一九二八） 、
老舎（一八九九
－ 一九六六） 『二馬』 （一九二九） 『猫城記』 （一九
三二） 、銭鍾書（一九一〇
－ 一九九八） 『猫』 （一九四六） 『囲城』
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（一九四六～四七）を研究対象とする。これらの作家達は、中国近代文学史上に名高いユーモリストである。ユーモアをめぐる論争は、批評家の間で行われたのではなく、実作者の間で行われていた。なぜこのような時期にこのような議論が起こったのかを多面的に考察する とが本論の第一の目的 ある。また、笑い 裏に何が隠されてい のかを探ってみる とが、本論の第二の目的である。さら 、当然の事な ら、ユーモアが生成す メカニズムを視野 入れるべきであ 。これを本論の第三 目的とする。　
中国近代のユーモア文学の出現は、時代背景と密接な関係があ






中国の作家達を考察した。漱石作 のうち、三十年代前後の中国で翻訳されたのは、 （一） 「永日小品」のうち「懸物」 「クレイグ先生」 「猫の墓」 「火鉢」 、及び「夢十夜」 中の「第七夜 という「小品文」と呼ぶ 、 （二） 『吾輩は猫である』 『坊つちやん』 『草枕』 『三四郎』という 現代社会に対する批判的認識と、














同情心が根付いている。阿Ｑの銃殺を芝居として眺め 群衆の行為は、同情心から遥 にかけ離れている。林語堂のユーモアの提唱が、苦 の割には報われな った原因は、そこに あるだろう。　
老舎の作品では、 「知識」と「人格」とが繰り返してテーマと
















記憶のデペイズマン：安部公房の甦る記憶と消し去る〈故郷〉 」 、第四章「帰属への拒否：安部公房の存在認識の変化、内的亡命を図ること」 、第五章「亡命者・亡命文学への視線：安部公房が読み取ったガブリエル・ガルシア
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マルケス文学」は、彼の満洲体






形で描き出した。すなわち 者 あった 本人いう自らのアイデンティティに反発する一方、戦後にな ていわば被植民者に転落した日本人としての存在感覚も合わせ持っ いた。ここで移動を経験 被植民者 視座が打ち出される。本来あるべきと ろから別 場所に移されることによって起こる異質的な存在感覚は、定着し得る故郷を持たない存在感覚へ 繋 っ




分の文学者的な位置意識を重ね のも、そ ような意味において一脈相通じていると言える だ。　
安部公房が唱えたクレオール論は、そのような経緯によって形

















るいはそれ以後の世代の在日朝鮮人作家との比較を通じ、彼の全作品を通して繰り返し現われる四つのテーマを再解釈し、彼の表現の独自性を明らかにしようとす 研究である。四つのテーマとは、 「吃音」 「父親」 「女性」 「民族」　
第一章では、金鶴泳のデビ
ュー作『凍える口』 （一九六六）




七）や次々作『遊離層』 （一九六八）にお て民族 テーマを描こうと試み ことは、 兆しであった　
第二章では、金鶴泳作品における父親のテーマを考察した。金
鶴泳における父親は、全ての問題 根源に位置する存在である。金鶴泳の作品を思い浮かべる き 凶暴な父親の姿がまず現れるが、実際彼 で凶暴な父親が登場する作品は五、六作に過ぎ
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ない。それにも関わらず、強烈な印象をもって、主人公たちの全てを支配する存在として描かれている。しかし、金鶴泳の作品を詳しくみて くと、同世代の李恢成の作品に登場するような、宥和な父親の描写もかなり出てくる。 『緩衝溶液』の父親は、むしろ、李恢成や高史明の父親よりも美化されたイメージと て登場している。また、 『遊離層』や『弾性限界』におけ 父親も決して、在日文学に典型的な、不可解で理解不能な存在としての父親ではない。金鶴泳 おける凶暴な の姿は、 『凍える口』以後、一旦姿を消す。しかし、 『ま ざしの壁』執筆以降、彼の文学の中に再登場するようになる。そして、次作の『錯迷』 （一九七一）に、 『凍える口』におけ 磯貝の話が そ まま再現されることとなる。　
とはいえ、 『錯迷』においては、単なる葛藤だけではなく、父




似て ることを発見す 。その意味は大きい。これは、 『錯迷』におい どこか不完全なままに残った父との和解の物語を再び描く助走となったような作品である して、一九七六年、 『冬の光』における凶暴な父親の再登場を経て、 『鑿』 （ 九七八）において、それはなされる。
　
第三章では、従来ほとんど論じられて来なかった、金鶴泳にお






それらのいくつかは、結局男 話 なり 女性 主人公に たその積極的な意味を読み取りにくい作品 ある。そう 作品を除けば、 『石の道』 （一九七三）や『月食』 （一九七五）が、中後期において 在日女性 生に焦点を当 た作品であるといえよう。そこ 登場する女性たちは初期の金鶴泳が描 たよう 女性像とはいくらか異なった存在であり、在日として 運命を背負う者としての女性という特徴があっ 。　
第四章では、金鶴泳における民族を考察した。在日二世作品に
おいて、民族 、父親と深 関わりをもって現われ 金鶴泳の作品において、こ 観点からまず注目すべき は、ファシズム体験が全く描かれていないところである。短いなが 、戦前
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ファシズムの雰囲気の強い中、小学校まで通っていた金鶴泳だが、その体験が描かれた作品は一つもない。金鶴泳がファシズム体験を終生描かなかったこと 意味は、過小に評価すべきではない。なぜなら、李恢成や高史明において 戦前の強烈なファシズム体験が、民族性の獲得を描く際に、否定すべき 去として、積極的な意味を帯びて機能していたからだ。　
本研究は、在日二世作家金鶴泳の作品の中の、意識の変容を、




















































































































































































































































分かる。その異教神話に基づく図像表現は当時 科学的言説である四大元素説に結び付けて用いられ、多義性は大き 限定される。例えば「飢餓」を歌う第三日目 は、展開される百科全書列挙の多くが、 「飢 ために「存在しない 」 表す。つ
まりキリアンは、これらの歌われる事物が「飢餓」によって最初から存在しないものであることをあらかじめ宣言することで、言葉の、事物を眼前に置く効果（
enargeia ） 、その効果を生み出す










うなものか。キリアンがこ 詩作について語 が第一日目である。この日は、これから詩人が歌う詩が「夢」であること 示す導入部だが、詩人は「世界の終末」とい 主題を歌うために「類似」 「根拠」そして「推論」を用いる「理性的」な方法によってこの主題に近づ うとするのだとし、実際にそ 法を実践してみせる。だがこの詩法もすべて 夢」とい 構造に組み込まれることで言葉を発する詩人の立脚点も曖昧となり、 「理性」 よる詩法も相対化されてしまうのだ。つまりロンサールにとっては視覚的効果が絵画にも匹敵 こと 重視され、またその視覚情
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張と解釈されている。つまり、 （二）のように推量しつつ真偽を確認する例を「命題確認」 、 （三）のように既知の事柄に いて聞き手にその知識があることを確認する例を「知識確認」とすると、推量から命題確認、 から知識確認とい 拡張の流れが想定される。　
しかし、それらは標準語の共時的な分析によるもの 通時的




















































































































にすることである。インフォーマントは三名の中国語を母語 する初級の日本語学習者であり、対話の相手 、日本語学校 教師と、インフォーマント自身が選んだ、日本語で最もよく話す友
169
人（留学生）である。データ収集は一年間に計五回、ＩＣレコーダーを用いて行った。また、比較対象として日本語母語話者一名についても調査を 分析は、まず録音 た談話資料を文字化し、そこから、バリエーションのある項目について取り出した。さら 対教師・対友人の各場面においてどのような形式をどのぐらい使用して るか 横断的・縦断的に比較したうえで、スタイル切り換え能力の発達につ 考察し、中間言語話者がどのようにスタイルを切り換えるの モデルを描き出すという手順で行った。　
続いて第二部では具体的な調査結果と考察を示している。本論
文で取り上げたのは主に次の五点である。（一）






 文末形式のバリエーションについて スタイル切り換えいう観点から分析する。具体的 は、デスマス／非デスマス形式の運用について、対教師および対友人という二つの
場面間で、どのようにスタイルの切り換えが生じるのか、横断的・縦断的視点から分析する。さらには、デスマス／非デスマス形式の習得や運用 ついて、なにがスタイル切り換え能力の発達を阻害するのかという観点か 考察を行う。 （第五章）
（四）









 言語行動の中でも、たと ばあいづちの頻度やフィラーの頻度など、言語行動のあ 方に関わるスタイル切り換えが、形式の切り換えに先立って現れている。
（ｃ）





























本論文では、主に、 「とても」 「なかなか」 、 「ちょっと」 、 「あ
































①と②のように用いられる場合、機能的には、実現の不可能性に関わる副詞として働き、意味的には、それぞれ次のようなことを表す。これらの意味は 不 となる理由や状況提示である「条件づけ」や、実現さ こ が予想さ てい




















 「あまり」 、 「それほど」は、文法的肯定形式と共起すると、それぞれ独自の意味・機能を持つようになる。 「あまり」の場合、従属文に用いられるという制約があり、意味的には、度合が超えることを表す。一方、 「それほど」の場合、本来の指示性 保た 、 脈指示 機能をするものとして働く
④
　




共起することができる。 「あまり」の場合、主文で文法的肯定形式と共起する場合、 「あまりに 、 「あまりにも」という を り、 「あまり」という形で文法的肯定形式と共起するのは、従属文に限られるという構 的制約が見られる。
二） 「そんなに」の場合、 「それほど」とは違って、聞き手に




















文法的肯定形 共起する場合 その述語 「ようだ」 「みたいだ」を伴い、 「まるで」 比況の副詞として働く。意味的には、 「ちょうど」 、 あたかも」に近く、例えを示 ことにより、性質が似通っていることを表す。
⑤
　




























変遷を詳細に検討する。初演とは違う「群衆」の描かれ方、そして主人公たち まつわ 「死」の描写に着目し、 「祝祭」から「静寂」へと上演が移り行く過程を示す。最終的に、これら新たな演出に心情を克明に描き出そうとする試みと、演出家の戯曲に対する姿勢の変化 見て取る。　
第二章は、二〇〇三年に演出した『ハムレット』と、それ以前








『リア王』 、 『お気に召すまま』 、 『ペリクリーズ』を取り上げ、 「演出の特徴」に焦点を当てた議論を展開する。とりわけ、蜷川の演出を定義づけるため頻繁に用いられる「修辞語」を検討し直す。というのも、上演分析を行なう過程で、表面上の蠱惑的で華やかな演出とは対照的に、この演出家の非常に寡黙で静謐な側面を見出すことができるからであ 。　
まず第三章では、ロイヤル・シェイクスピア・カンパニー（以





場」の演出について、 「自然観」という視点から詳細 戯曲分析を行なう。 『リア王』における「自然観」 、日本的自然観、そして蜷川の述べる「自然」を、比較しながら再検討する。 岩石の落下」により表現された「嵐の場」は、演出家によって「 」と表現されたが、実際は「日本的な自然観」ではないことを明示














































































を横使い（経糸方向を横にして裂を用いること）した白地画面の下端に、僅かながら経使い（経糸方向を縦として裂を用いること）された紫の裂が認められる。これにより横長の白地画面の下方に紫地の浄土図が広 るという、基本的な構成が明らか なった。また作品 主題につ ても検討を行い、 『弥勒大成仏経』 『弥勒上生兜率天経』に基づいて、弥勒菩薩の上生と下生（兜率天において弥勒菩薩の説法を受けた後 菩薩が衆生済度のため地上に降るにあたって、ともに降ることで、如来となった弥勒 救済に与ること）を表し いた可能性 提示した。　
第二章では、繍帳の調査結果を報告した。まず刺繍下地裂につ




向に注目することで各図像の向きを訂正した。また、これまで「佛是眞玩」と判読されてきた銘文について、 「歸」および「斯」の遺存から、繍帳に繍い表された全四百字 銘文うち、冒頭にあたる「斯歸斯麻」 あた 可能性を提示した。　
第三章では、繍帳と類似の技法によって制作された、法隆寺献
















行った。荘厳美術という広大な分野から れば、未だ僅か 部分にすぎないが、現時点における到達段階として、飛鳥時代 荘厳美術 関する基本的な研究成果をま めた次第である。
